第４回大阪府水と緑の健康都市　オオタカ保全審議会の結果について
１．日　時：平成２６年１１月２５日（火曜日）１４：３０～１６：００
２．場　所：河内長野市ノバティホール
３．出席者：以下の３名の委員が出席
　　  橋　本　正　弘　会長　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部　副支部長、

現大阪府鳥獣専門員
小海途　銀次郎　委員　　 (財) 日本野鳥の会会員、元大阪府鳥獣保護員
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学　農学研究科森林生産学講座講師
４．議題
（１）オオタカモニタリング調査の中間報告について

（２）水と緑の健康都市特定土地区画整理事業地のオオタカ

の新たな保全方策の提言について

　（３）今後の箕面森町のまちづくり

　（４）その他
５．検討結果

　オオタカモニタリング結果の中間報告に対し意見交換を行った。またオオタカの新たな保全方策についての提言を審議会会長から、箕面整備事務所長へ手交して頂いた。さらにこの提言を踏まえ、今後の箕面森町のまちづくりについて事務局より説明したが、委員からは、今後とも、二つの提言とオオタカ審議会の意見を踏まえ、事業を進めていくよう要請があった。

議題１　オオタカモニタリング調査の中間報告について
平成２６年定点調査の結果、６月に箕面森町でオオタカの飛翔が、また広域調査でも

１１月にオオタカの飛翔が確認された。委員からは、現在オオタカの繁殖は見られていな
いが、ハチクマ、ノスリ、サシバ、オアバズクなど、他の多くの猛禽類が確認されている
ことから、箕面森町の環境は良くなりつつあるとの意見を頂いた。

議題２　水と緑の健康都市特定土地区画整理事業地のオオタカ

の新たな保全方策の提言について

オオタカの保全方策についての提言（平成１３年１月）を頂いて以降、箕面森町では人口が増え、人の往来が拡大する等の社会情勢が変化しているため、今年度実施した府内のオオタカの営巣調査結果をもとに、オオタカの新たな保全方策をとりまとめた提言を審議会会長より、箕面整備事務所長へ手交して頂いた。

議題３　今後の箕面森町のまちづくりについて
手交頂いた提言を踏まえ、箕面整備事務所から、今後の箕面森町のまちづくりについて
説明を行った。委員の皆様からは、箕面森町のまちづくりについては、今後とも、二つの提言と審議会の意見を踏まえて事業を進めていくよう要請があった。
議題４　その他
今回提言を受けたことを契機として、今年度をもって「オオタカ保全審議会」を廃止する旨の説明を行ない委員の了承を得た。委員からは、引き続き意見交換する場を設け、提言と審議会の意見を踏まえた事業展開を図るよう要請があった。
